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2022年 3月 24日 

 

三菱 UFJ国際財団 2022年度留学生奨学金 募集要項 

 

公益財団法人 三菱 UFJ国際財団 

 

三菱 UFJ国際財団は、アジア諸国を中心とした世界各国との相互理解、友好親善を促進し、

国際交流を担うべき優秀な人材の育成に寄与する目的のため、下記の要領にて 2022 年度

奨学生の募集を行います。 

 

記 

 

１．応募資格 

 

本奨学金の応募資格者は次の各項を全て満たす方です。 

（１） アジア諸国（*）の国籍を有する私費留学生 

（２） 三菱 UFJ 国際財団が指定する日本の大学に在籍している大学院課程 （修士

課程、博士課程）の正規学生で、主として法学、経済学、経営学等の社会科学

系を学ぶ学生とするが、理工系、医学系を学ぶ学生の推薦も可 

（３） 学業、人物ともに優秀、かつ心身ともに健康な者 

（４） 他の奨学金を受けておらず、親許を離れ、留学生活上経済的援助が必要な者 

（５） 2022年 4月 1日現在満年齢 30歳以下の者（但し継続者は除く） 

（６） 「留学」の在留資格を有する者 

（７） 日本語により日常生活を行なうことができる者。 

（８） 国際親善と相互理解に強い関心を持ち、国際社会の発展に貢献する強い意欲

を有する者 

（９） 三菱 UFJ国際財団が主催する公式行事に、原則必ず参加できる者 

（１０） 地域社会と独力で交流する意思を持つ者 

（１１） 在学する大学の学長または指導教官の推薦する者 

 

   （*） フィリピン、タイ、ベトナム、インドネシア、カンボジア、ミャンマー、ラオス、 

 インド、パキスタン、バングラデシュ、スリランカ、モンゴル、ネパール、 

 マレーシア、シンガポール、中国、韓国、台湾 

 上記以外の国からの留学生についても、極力柔軟に採用を検討しますので、大学 

 を通じて弊財団にご相談下さい。 
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２．採用予定人数  

 

1大学当たり 3名（最大） 

 

３．奨学金給付金額と給付期間 

 

奨学金給付金額と給付期間等は以下の通りです。 

なお、本奨学金は返還の義務はありません。 

また、本奨学金の受給者は特定企業への入社等の付帯義務を負うものではありません。 

 

（１） 給付金額 ： 月額 130,000円 

（２） 奨学金支給期間 ： 1年間 （2022年 4月～2023年 3月） 

 （年間支給額は 1,560,000円） 

（３） 支給年限の制限  ： 修士課程、博士課程のどちらかのみとし、それぞれの正規課程 

の最短修業年限（修士課程は 2年生、博士課程は 3年生） 

まで継続可 

（４） 支給方法 ： 奨学生の指定する銀行口座へ振り込み 

初回振り込み（7月初旬予定）時に 4カ月分（4月～7月）を支給 

その後は、8月、10月、12月、2月に各 2カ月分を支給 

 

４．応募書類・応募締切日 

 

希望者は次の応募書類を在籍大学経由で当財団に提出してください。 

書類は日本語版のみとし、原則として日本語で記入頂きますが、日本語学習途上の応募

者を考慮し、英語での記入も可とします。 

 

（１） 初年度提出書類 

新たに本奨学金の受給を希望する方は、次の書類を在籍大学経由で当財団に提出

してください。 

① 2022年度奨学金申込書（所定用紙） カラー写真（縦 4.0cm×横 3.0cm）貼付 

② 身上書（所定用紙） 

③ 履歴書ⅠⅡ（所定用紙） 

④ 誓約書（所定用紙） 

⑤ 研究計画書（所定用紙） 

⑥ 学長または指導教官の推薦書（所定用紙） 

⑦ 当財団の個人情報の取り扱いについて（所定用紙）  

⑧ 学業成績証明書（直近のもの、新入生は最終卒業校のもの） 

⑨ 在留カード等コピー（在留資格明記のもの） 

⑩ 健康診断書（最新の受診結果／2021年 6月以降に受診された診断結果） 
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（２） 次年度以降提出書類 

前年度から継続して本奨学金の受給を希望される方は、次の書類を在籍大学経由

で当財団に提出してください。 

① 2022年度奨学金申込書（所定用紙） カラー写真（縦 4.0cm×横 3.0cm）貼付 

② 履歴書（所定用紙） 

③ 研究内容説明書（所定用紙） 

④ 指導教官の研究成果報告書（所定用紙） 

⑤ 誓約書（所定用紙） 

⑥ 学業成績証明書（直近のもの） 

⑦ 在留カード等コピー（在留資格明記のもの） 

⑧ 健康診断書（最新の受診結果／2021年 6月以降に受診された診断結果） 

 

（３） 応募締切日 

各大学より当財団への推薦締切日は 2022年 5月 25日（水）とします。 

（当日消印有効） 

なお、それぞれの大学に於ける学内応募締切日は在籍大学の奨学金担当窓口まで

お問い合わせください。 

 

５． 選考及び結果の通知 

 

（１） 書類選考 ： 当財団にて大学から推薦された候補者の書類選考を行います 

（２） 面接 ： 当財団にて財団職員が書類選考の通過者と面接を行います 

面接は 2022年 5月 31日（火）または 6月 1日（水）に実施予定です 

日時詳細は書類選考通過者の方に在籍大学を通じて連絡します 

（３） 決定通知 ： 2022年 6月 10日（金）までに在籍大学を通じて連絡します 

      

６． 奨学金の休止または停止 

 

奨学生に以下の状況が生じた場合、本奨学金の給付を休止または停止します。 

（１） 病気、その他の理由により学業または課程を継続する見込みがない場合 

（２） 成績不良になった場合 

（３） 研究の指導教官から研究の継続に不適格と認められた場合 

（４） 在籍大学の学籍を失った場合 

（５） 懲罰、素行不良、その他当財団が奨学金の支給を不適当と認めた場合 

（６） 他の奨学金を受給した場合 

（７） ７．奨学金受給者の義務が著しく遵守されない場合 
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７．奨学金受給者の義務 

 

（１） 奨学生は次の各号に該当する事情が生じた場合、その旨を遅滞なく当財団に届け

出てください（本人が病気などで届出が不可能な場合は在籍大学が届け出ること） 

① 1 カ月以上欠席をしようとするとき 

② 休学・転学・転部・転科・留年または退学が見込まれるとき 

③ 停学その他の処分を受けたとき 

④ 給付期間中に他の奨学金の受給が決定したとき（乃至は受給したとき） 

⑤ その他提出済みの奨学生申込申請書類の記載事項に変更が生じたとき 

 

（２） 当財団からの諸連絡に対しては速やかに対応してください。 

当財団からの連絡に応答がない、もしくは応答が想定以上に遅れる等のケースが散

見されますので、速やかな対応をお願いします。 

なお、不芳な対応が目立つ場合、継続申請時の審査に影響する可能性があります

ので、ご留意ください。 

 

（３） 当財団の公式行事への出席をお願いします（必須）。 

事前に実施時期を連絡しているにもかかわらず、学業以外の用件を理由に欠席する

例がみられますので、厳守をお願いします。 

 

（４）大学院卒業後、または奨学金受給終了後も、OB/OG として、当財団との連絡を維持

するよう努めてください。 

 

８．奨学金授与式・懇親行事 

 

  2022 年度奨学金受給者に決定した学生の方（継続受給者を含む）には次の行事に出席

頂きます（必須）。 

（１）授与式 

     2022年 6月下旬～7月上旬に奨学金授与式並びに懇親会を行う予定です。 

日時、場所は改めて奨学生に決定した方々に連絡します。 

なお、新型コロナウイルスの感染状況次第では変更となる可能性があります。 

 

（２）交流行事 

日本の伝統文化体験、社会見学を通じた奨学生同士の交流会を行います。 

年 2～3回程度の実施予定ですが、詳細は奨学生に決定した方々に連絡します。 

 

（３） 修了面談 

2023年 3月に修了面談を行います。 

奨学生全員と面談を実施します。 
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９．応募書類提出先・連絡先 

 

本募集要項に関する問い合わせ、並びに応募書類の提出先は、在籍大学の奨学金担当

窓口とします。 

ご質問等は在籍大学経由で当財団へご照会ください。 

 

以 上 


